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障害の一つである （ 年 月 日付「オルガンティーノ書簡 ）…… 1578 9 30 」
と報じられており、その他にも「大坂の領主（顕如光佐）は、日本にある最も有害な宗派
の首領であり （ 年 月 日付「ジョアン・フランシスコ書簡 ） 「大坂の市と城は」 」 、1580 9 1 3
日本で最も憎悪すべき宗派の一つの根拠地であった （ 年 月 日付「フロイス書」 1584 9 3









教会 『日本管区とその統轄に関する諸事要録 （ 日本巡察記』平凡社、 年、 頁 。」 』『 ）1973 30-31
拙稿「近世日本におけるキリスト教と民衆――キリシタンと一向宗徒との同質性をめぐって 『種智院6 」
大学紀要』 、種智院大学、 年。7 2005
こうした類似性については諸分野の先行研究において指摘がなされ、論じられてきている。たとえ
ば近年の日本の研究者の論考だけでも枚挙にいとまがないが、本稿にもとりわけ関わる数点のみ挙げ
ると、滝沢克己『仏教とキリスト教 （法蔵館、 年 、増谷文雄『仏教とキリスト教の比較研究』』 ）1964
（筑摩書房、 年 、峰島旭雄他編『浄土教とキリスト教――比較宗教哲学論集 （山喜房佛書林、1968 ） 』
年 、加藤智見『親鸞とルター――信仰の宗教学的考察 （早稲田大学出版部、 年 、真木由1977 1987） 』 ）
香子『親鸞とパウロ――異質の信 （教文館、 年 、南山宗教文化研究所編『浄土教とキリスト教』 ）1988
――宗教における救済と自覚 （春秋社、 年 、八木誠一『増補新版 パウロ・親鸞・イエス・禅』』 ）1990
（法藏館、 年）マイケル・パイ、箕浦恵了他編『仏教とキリスト教の対話』Ⅰ Ⅲ（法蔵館、2000 -
年）などがある。2000-2004
また、エキュメニカル運動、宗教間対話、宗教多元主義の趨勢のもと近年では カブが「キリストB.
としてのアミダ （ 対話を越えて：キリスト教と仏教の相互変革の展望』延原時行訳、 年、行路」『 1985



























「 年 月 日付、ベンバル発ロヨラ宛書簡 。エンリケスのインドでの宣教については、岸野久8 1548 10 31 」




















ら下への布教方法 」 を採択したこと自体はその通りであっても、インドmétodo vertical 7














拙稿「近世日本のキリシタン信仰と救贖思想 『アジア・キリスト教・多元性』 、現代キリスト教思11 7」
想研究会、 年、 頁。2009 21-36
「 年 月 日付フランシスコ・カブラル書簡 『耶蘇会士書翰集 （長崎県史・史料編三 、吉川12 1571 9 22 」 』 ）








ま な せ ど う さ ん
に感服したのみならず、キリシタン医学に内包された倫理的側面を読みとり、そこに強く






















『日本巡察記 、 頁。13 30-31』
14 1930姉崎正治の研究（ ころびイルマン不干斉ハビアンと其著作 『切支丹迫害史中の人物事蹟 、「 」 』
年）によって、この書が『妙貞問答』上巻「仏法之事」の稿本の転写本であると推定された。そこで
は仏が創造者ではないことが力説されるなどして仏教への激しい批判が展開されている。
」 』 ） 、15 30ハビアン「妙貞問答 『キリシタン教理書 （キリシタン研究・ 輯 、井手勝美・海老沢有道校注
教文館、 年、 頁。1993 386












得するに至った （ヴァリニャーノ『日本管区とその統轄に関する諸事要録 ）。 』















存在（信仰対象）ではないと仏教の「空」を分析した上で 「 仏法ハ畢竟空ニ極リ、、 ……
「我心自空、罪福ニ無主〈主なし 」ト立タル物ナレハ、仮令、檀那ヲツケン方便ノ為ニ〉
が し ん じ く う た と へ
後生ヲネガイ 其ノイノルアテ所、畢竟空ナレハ、感応スヘキ主ナシ」 と論じてい…… 16
あるじ
る箇所について、いずれも救贖思想にまでは踏み込めていないことを指摘した上で、氏は、
海老沢有道『キリシタン書・排耶書』岩波書店、 年、 頁。17 1970 601
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青山玄「戦国期の西日本人とキリシタン信仰 『日本カトリック神学会誌』 号、日本カトリック神18 12」
学会、 年、 頁。2001 60
渡邊伸『宗教改革と社会』京都大学学術出版会、 年、 頁。19 2001 4
なお 「民衆信仰と教会の教義の関係」について、同書に依拠して確認してみると、カトリック史家ロ、
J. Lorz ,ルツ（ ）は 「当時の民衆信仰を外面的な行為中心の信仰 （、 」 Die Reformation in Deutschland
）であったと評した上で教会の脆弱化を引き起こしたと見る一方で、Freiburg i. B., Bd. 1, 1948, S. 97f.
宗教改革派に属すメラー（ ）などによれば 「民衆の信仰心は教会の指導にしたがっていB. Moeller 、



























一方、イエズス会はその創設者であるロヨラ （ ）の霊性の形成Ignatius de Loyola 1491-1556
“Fratres Communis Vitae” Gerard Grooteには、 （＝共住生活修士会）の始祖グローテ
（ 、あるいはジェルソン （ ）ら 世紀の思想が多分に1340-84 Joannes Gerson 1362-1429 14）
影響している。グローテは、彼の後継者であるケンペンのトマス （ 頃Thomas à Kempis 1380
）らとともにデヴォチオ・モデルナ （近代的敬虔）運動を 世紀-1471 Doevotio moderna 15



































よる科学的な歴史学を確立したランケ により「最終的に神聖なもの」として祭りLeopold von Ranke
上げられ、そうした解釈が「今日までずっと規準になっている 。また 「宗教改革」は 「アウクスブ」 、 、
ルク信仰告白」に基礎を置く「プロテスタント」よりもはるかに広がりがあり、複雑なもの」である
ことを、スクリブナーは指摘している （ ・ ・スクリブナー、 ・ ・ディクソン『ドイツ宗教改。 R W C S
革』岩波書店、 年、 頁）2009 4-5
































（ ）が、 年に、その当時すでに日本にあったローマ字日本文による福Manuel Barreto, 1564-1620 1591
音抄を筆写したもので、 年にヴァチカン図書館で発見された （ 「ヴァチカン1940 Josef Franz Schütte。
図書館所蔵バレト写本について 『キリシタン研究』第 輯、吉川弘文館、 年、参照）」 7 1976










訳された福音書（ サン・マテウスのエワンゼリヨ ）であったが、その後、日本での宣『 』








１ 「日本で出現したクルスに就いて （イエス・キリストの御受難の物語）） 」
２ 「主日と祝日の福音 「聖徒祝日の福音」） 」、
３ 「我等がドミナ・ビルゼンの奇蹟 （聖母マリアの奇跡）） 」








尾原悟「 スピリツアル修行』とゼズスのコンパニア 『スピリツアル修行 （キリシタン研究・27 『 」 』
輯 、教文館、 年、 頁。31 1994 506）
「 年、ペドゥロ・デ・アルカソヴァ修道士の書簡 （ 十六・七世紀 イエズス会日本報告集』Ⅲ 、28 1554 -1」『
頁所収 。116 ）
同、 頁。29 117
チースリク「宗教思想史からみたバレト写本 『キリシタン研究』第７輯、吉川弘文館、 年、 頁。30 1976 54」







このことは、ザヴィエル来日後わずか３年後の 年には山口の教会で 「降誕祭」の1552 、
際 「夜通しで、われらの御主ゼス・キリシト〈＝イエス・キリスト〉の御生涯を読み聞、



























且厳かに人々に読んできかせ （ 年 「夜、全部で四つの福音書から抜粋した御…… 1565」 ）、
『キリシタン研究』第 輯、 頁。チースリク「キリシタン宗教文学の霊性 『キリシタン教理書 、32 7 65 」 』
頁。465-466
「 年 月 日付、ザヴィエル書簡 （ 十六・七世紀 イエズス会日本報告集』Ⅲ 、 頁所収 。33 1549 1 20 -1 3」『 ）



























ルレスが 「期待する日本人信徒」たちには 日間の霊操を行わせている。なお、キリシ、 30










大桑斉『日本仏教の近世』法藏館、 年、 頁。35 2003 201-203







































「妙貞問答 『キリシタン教理書 、 頁。37 353-354」 』












































































容について 『科学時代における人間と宗教』法藏館、 年、 頁。」 2010 283-297
「妙貞問答 『キリシタン教理書 、 頁。43 350」 』
引用中にある「実体」とは「実際の本来、基盤 「化用」は「教化の働き」を意味している。なお 「廿九」、 、





































和辻哲郎『埋もれた日本』新潮社、 年、 頁。45 1980 101-107

































フロイス『完訳フロイス日本史』 、中央公論新社、 年、 頁。また 「フランシスコ・ペ47 11 2000 258-259 、
レスの山口のキリシタンに関する書簡 （ 十六・七世紀 イエズス会日本報告集』Ⅰ 、 頁）も」『 -1 103-15
参照。
「二つの古文書に現はれたる日本初期キリシタン時代に於ける「さんたまりやの48 Joseph Schütte
御組」の組織に就いて 『キリシタン研究』第 輯、柳谷武夫訳、吉川弘文館、 年、 頁。」 2 1976 143
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、いか。キリシタンたちはそれを拝んでいるではないか」と言った。盲人はそれに答え
「お前の言うとおりだ。だがそれは多くの、そしてキリシタンたちですら理解できな
47
い秘義があるのだ。ましてお前さん方異教徒に理解できようはずがない」と言った。
ここに窺えるように「マリアの子としてのイエス」という考え方は、キリスト教の大前提
にも関わらず、信徒たちにとって理解の難しいものであったようである。しかしながら、
殉教の動機となる「キリストに倣って」生きるには、何よりイエスの生涯を理解すること
が求められる。すでに見てきたように、キリシタンたちの信仰生活にはキリストの受難を
黙想することが不可欠であった。黙想こそが殉教精神を涵養させた以上、難しいながらも
何らかのかたちで一定の理解が進んでいたと考えるべきであって、ゆえに観音との互換と
いう見方では不充分なのである。そして何より、ここで読みとるべきことは、仮に観音信
仰を土壌としてマリア信仰が受容されようが、あるいは首をすげ替えられただけであった
としても、啓示を伴うマリア崇敬が受け容れられた点にある。
先にも触れた、多くのキリシタンを輩出した大村領というのは、日本で最初にコンフ
ラリヤ ――「さんたまりあの御組」がつくられた地でもあった。コンフラリヤConfraria
は信仰共同体であると同時に生活共同体でもあったから、そこではキリシタンとして身
けづらるべきにつけねばならない規範、規則が教えられたが、たとえば「くみの帳より
の條々の事」 として、結婚、離婚、出産から飲酒まで日常生活と結びついたあやまり
48
倫理的な規定が信仰箇条として受容され、実践されたのである。ロヨラの霊操が 「神・、
人間・世界（自然）を包括する全体知」であり 「全体愛」であったこと、そして全人類、
を包括する全体知・愛に基づいて、個人的な「真の自己」に目醒め、且つ全人類に対する
自己の使命を自覚することを説いたことは先に述べたが、仮に観音信仰を土壌としてマリ
ア信仰が受容されたのであっても、霊操より教示された人と人との結び着きの間で主体と
、、、、、、、、、、、、、、、
して生きていく「個」を培ったと考えられる。つまり、キリシタンたちですら理解できな
、、、、、、、、、、
い「秘義」は、理論的なプロセスをさておいたとしても、信徒たちにイエス・キリストの
歴史的顕現というデウスの啓示を伴った来世観の提示と、その受容として十全に機能した
のである。
おわりに
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以上述べてきたように、ルター主義と親鸞の教えとが「似ている」と述べたイエズス会
士たちの念頭には一向宗とプロテスタンティズムとに共通する来世観――来世の存在とそ
こでの救済の教え――があった。
近世キリシタンの受容の前提、すなわち多く来世の救済を求めるようになった当世に、
キリスト教の説く「来世の救済」が適合したとの見方自体は先行研究にも窺えるものであ
るが、啓示宗教としてのキリシタン信仰というのは、それまでの日本の宗教には見られな
かった来世観を提示した。
平安時代末期に旧仏教が脆弱化し始める当時は、中央政治の弛緩に伴う叛乱の頻発、朝
廷の権威の下落といった政治的諸条件に加え、天変地異もうち続くなど、社会における不
安が増大するなかで人々の間に無常観が強まっていた。鎌倉仏教以降、とりわけ来世信仰
が求められたのもそうした社会状況に大きく帰因する。
もちろんキリスト教伝来以前の日本人の宗教観にも、日本なりの来世観が存在していた。
しかし、仏僧たちが「外面では霊魂の救済があると説きながら」も胸中では来世がないと
分かっていたとのヴァリニャーノの言葉を思いおこすならば、イエズス会が説いたそれが、
まったく新しいとまでは言えなくとも、少なくとも「活性化」されたものであったと捉え
ることは可能である。そして、その活性化こそが当時浄土真宗を筆頭とした新仏教の民衆
化が進んだ時代状況のなかで、人々が求めていたものに他ならなかった。それゆえキリシ
タンの殉教が惹起された根本要因もここに求めることができると考えられ、また、プロテ
スタンティズムと一向宗との内的な類似性の解明が殉教現象の解読に道を開くのである。
ヴァリニャーノは 「外面では霊魂の救済があることを民衆に説きながら」とか、一向、
宗が「偽りの神聖さによって 日本人の心の中に深く入り込み、傾倒されている」こ……
とを危惧したが、そこには民衆層一般への宣教と受容、そしてその理解というキリシタン
信仰の民衆化が彼の問題意識として内包されている。この点については、ロヨラの霊操に
よる「個」と、プロテスタンティズム、一向宗のそれとがどのように相関しているのかを
精査することにより、さらに解明しなければならない。
以上、本稿ではプロテスタンティズムと一向宗との内的な類似性を明らかにすべく、比
較研究を進めるにあたっての視座と方法論を提示しながら試論を行った。メラーの指摘し
た「二つの基本的かつ対照的な傾向」をはじめ、宗教改革期前後のヨーロッパの民衆の信
仰の有り様を精緻に分析するなど、こうした方法論に則っての検証、考究を行うなかで、
最終的にキリシタンの殉教問題について解明していくことを今後の課題としたい。
（はざま・よしき 大谷大学、京都橘大学非常勤講師）
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